
1）医療人として醸成された薬剤師のプロフェッショナリズム教育の推進
大学病院の臨床現場で活躍する優れたロールモデルの下で、地域薬剤師が専門性を極めるキャリア形成を理解し、
プロフェッショナリズムの修得を目指す教育を推進。
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2）地域薬剤師のキャリア形成をサポートする指導薬剤師の育成
地域薬局や多様な医療専門職の連携により地域医療の薬物療法管理を担う
地域薬剤師のキャリア形成を支援する指導薬剤師の育成

3）Generalistの力とともに専門性を持つ地域薬剤師へと成長できる教育環境を構築
地域薬剤師が、Generalistとしての臨床能力に加え、より専門性の高い薬剤師への成長を目指すことがで
きるよう認定資格や学会発表に向けて成長する教育環境を構築

Settlement in SAGA

薬学部のない佐賀県でも
魅力あるリカレント教育によるキャリア形成で薬剤師を確保・定着



リカレント研修事務局

魅力あるリカレント教育により
佐賀県の薬剤師確保と定着学会発表

認定・専門資格取得

佐賀県での薬剤師向け
キャリア支援セミナー

県外薬科大学

佐賀大学医学部附属病院

リカレント研修
指導薬剤師の育成

リカレント教育
担当薬剤師

地域薬学ケア研修
認定・専門取得研修
症例カンファ

大学病院でキャリア支援を受けた
地域薬剤師が次世代の地域医療を
支える基盤に！

地域薬学ケア薬剤師
認定・専門薬剤師

研修修了薬剤師等を要件と
する認定薬局の増に寄与



〇地域連携薬局
入退院時や在宅医療において、医療機関
や地域の薬局等と連携しながら、一元的・
継続的に対応できる薬局

〇専門医療機関連携薬局
がん等の専門的な薬学管理に関係機関と
連携して対応できる薬局

認定薬局数 公立中学校数

佐賀県 7 85

全国 3,017 9,291

設置目安 日常生活圏域（中学校区）ごと

○認定状況（認定数はR4.8末、中学校数はR2年度）

○認定状況（認定数はR4.8末、医療圏数はR2.9時点）

認定薬局数 二次医療圏数

佐賀県 2 5

全国 120 335

設置目安 二次医療圏ごと

○地域連携薬局を利用するメリット
・療養している居所での訪問服薬指導
・在宅医療で使用される点滴や注射薬などの無菌
調剤への対応

〇認定薬局制度（令和3年8月1日～）
地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局
のそれぞれの要件を満たしていることを、
県が認定した場合に、その薬局はそれぞれ
の名称を表示・使用することができる

⇓
患者が自身に適した薬局を選択できる

○認定薬局を利用するメリット（地域・専門共通）
・安心して相談できる（プライバシーに配慮された
相談スペースの設置やバリアフリー対応）
・いつでも調剤・相談ができる（24時間対応）
・適切な薬学的管理や服薬指導を受けられる（医療
機関の医師等との連携による、患者の治療方針や
服薬情報などの把握）

○専門医療機関連携薬局を利用するメリット
・がんの治療について専門的な知識を持った薬剤
師によるサポート
・入院から在宅療養に移行する際、在宅訪問する
薬局にこれまでの治療方針や服薬情報を共有

社会的ニーズは、今後
一層高まることが想定
される
・高齢化の進展
・高度な医療を必要と
する患者の在宅への
シフト
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